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みなさんこんにちは。 

これより、海津市まちづくり委員会「第１１回安全・安心まちづくり検討分科会」

を開催させていただきます。 

会に先立ちまして、分科会長より一言ご挨拶をお願いします。 

 

 （会長あいさつ） 

 

ありがとうございます。事務局から前回からの修正箇所について説明させていただ

きます。 

（修正箇所説明） 

 

事務局から説明のありました報告書（案）についてご意見ありましたらお願いいた

します。 

 

Ｐ３の表３段目「犯罪更正」を「犯罪更生」へ修正してください。 

 

了解しました 

 

 

 「安全協会」の名称はこれでいいのだが、私の案としては、現在ある防犯協会に漏

れている団体があれば防犯協会に取り込んで充実させればいいと思っている。あえて

協会を作る必要はないと思う。社会福祉協議会では地区社協も動き出している。大き

なテーマでいえば「安全安心まちづくり」で福祉もあっていいのだが、「防犯」がテー

マなら防犯灯についてどこに必要であるとか青パトの有効活用などを考えて提案する

ことだと思う。最近の振り込め詐欺とか携帯電話の犯罪とか書いてあって提案書の文

章としていいがこれで提案していいのか。この中の新しいことは小学校区でつくる組

織だけである。私のイメージとしては、この地域の犯罪で多いのは車上狙いであと振

り込め詐欺があるので、それらを重点的に防ぐには地域に組織をおいて活動していか

ないと難しいよという提案がいいと思う。 

 

 Ａ委員の言われるのはもっともですが、今ここに地域ボランティア一覧表があって、

ここにある全ての団体について我々がわかっていたかというとわかっていなかったと

思う。ＨＰをみても実態はわからない。だからこういう団体を含めて協議会を立ち上

げる。線でやっていては防犯というのは進まないと思う。ヤクルトさんなんかは安全・

安心ニュースなどを入れて防犯にかなり力を入れている。だから企業をうまく利用し

た形で推進していくことが今この分科会で提案していることである。Ａ委員が言うよ

うに、一つのことを掘り下げていくと、安全安心だけでなく全てのことが関わってく

る。市長がいつも言われるように、協働というのは共に働くことという考え方であり

ますから。 

 

 ならば防犯協会を協議会にすればいいのではないか。 
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 前回の協議では、防犯協会から縦つなぎで協議会となっていましたが、今までです

と縦割りのためどうしても情報が縦割りで来てしまう。だから、防犯協会を含めた形

で協議会を立ち上げて、その中で協議したものを各小学校区に流して行くというご意

見を頂いてこのような組織図となっています。 

  

 防犯協会と安全協議会は別の組織で動くのか。 

 

 全ての関係団体を安全協議会に含めて、縦横断的に活動しようという考え方です。 

 

 事務局とか会長とかはどうするの。 

 

 この安全協議会というのは第 9 回の分科会で各小学校に地域の協議会だけでなく、

それらを統括するため、海津市全体の協議会を立ち上げるという意見からこのように

なっています。事務局とかは提案の結果で協議することになります。 

 

 だから安全協議会を立ち上げましょうという提案になっている。 

 

 安全協議会はどういう構成になっているの。代書屋が 1 人いてＮＰＯ担当が 1 人い

て、そんな感じですか。 

 

 組織の構成はそれからの話だと思います。ここでこうするのだとピラミッドを作る

のではない。 

 

 イメージがわからん。 

 

 Ｐ６の提案３をご覧ください。ここに書いてあるように海津市全体の防犯活動を推

進するために協議会を設置し、各小学校区にそれぞれの地域に合った活動をするため

地域の協議会を設置するという、皆さん意見をまとめたものです。 

 

 市内に様々な防犯団体があるが、それがわからないまま推移してきたので、それら

を集めて協議会を作って上で、活動していけば各団体が何をしているかよくわかる。

防犯灯の設置では今は自治会長からの要望で設置していますが、そうではなく協議会

で防犯灯の検討をすればいいのではないですか。そういうのが安全安心につながって

いくという考え方をすればいいのですよ。 

 これは一朝一夕にできるものではないですが、できるだけ早く作ってこれが機能す

れば、他の福祉などの分野にも広がっていくと思う。 

 

 福祉のことは福祉の専門家がいる 

 

 広がりのことを言っていますので。なにも安全安心で福祉までかかわれと言ってい

るわけではないです。そういう組織さえ機能するようになれば、他の方の組織も機能

するようになりますよ。 
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 あんまり組織が肥大化したら機能しないと思いますよ。かたや防犯協会があって、

協議会があって。 

  

 これからは線の状態ではなく、面の状態にしていくことが必要だと思いますよ。そ

うでないと協働という状態は生まれないと思います。 

 

 社協で地区社協をやっているのに福祉の方まで踏み込んでいくのはどうかと思う。 

 

 地区社協や企業なども取り込んでいくアイデアの方がいいですよ。企業は協力して

くれると思いますよ。 

 

 防犯がテーマなのだから、安全安心がテーマならいいが。 

 

 はじめはそうだったが、考えていったら広がっていったのだから進歩ですよ。 

 

 出てきた意見としては、まず情報が共有されていない。共有する組織が必要である。

地区によってそれぞれ課題が違うので、それぞれの取組は各地区でやっていただかな

ければならない。ということで、まず情報を共有するために海津市安全協議会を立ち

上げて、すべての防犯や安全安心活動をしておられる人を集めた安全協議会を作って、

そこで情報を共有し合う。それを各地域へ流して、それぞれの地域に合った活動を行

っていただく。そういう提案の考えであります。 

 

 それでいいと思います。Ａ地区でやっていることはＢ地区Ｃ地区は知らない状態で

はなく、同じ活動はしていても、「うちではこういうことをやっています」ということ

ができますから。例えば青パトなどは单濃町だけでやっている。多分海津平田の人は

「青パトって何」という状態になっている。それをみんなに知ってもらう為には、市

全体を縦横断的にやることが必要です。 

 

 そういうことを必要としない地域はやらなくていい。 

 

 違う形でやれば別に青パトにこだわることはない。 

 

 実際に活動していくのは各小学校区であって、その中で地域の課題を抽出して解決

していくのです。ですから青パトが必要であるかないかはその地域が考えることです。

上の協議会としては「この地区ではこういうことをしていますよ」という情報提供を

していき、各地域では青パトやあいさつ運動などの活動を考える。 

  

 菊本委員からは何かありますか。 

 

 Ａ委員が前回から言われていることですが、防犯としての組織としては防犯協会が

あるので、防犯としては防犯協会が中心にならざるを得ないだろうということがＡ委

員の現状認識だと思います。この組織を分科会として提案するのですが、実際に動か

していく場面では、もしかしたら海津市安全協議会というのを中心となって動かして
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いくのは防犯協会になるのだろうと思います。ただ今までの防犯協会では盛り込まれ

ていない福祉の面や政策の面があって、ここが分科会としては非常に重要だという意

見がでていたので、そこのところをどのように今後の防犯のまちづくりに生かしてい

くのかというところで、この提案としては、防犯協会に諸団体を加えるのではなく、

防犯協会を含めた新しい形にした方がいいのではないかという皆さんの提案になった

のだと思うのです。 

これは分科会として、これから幹事会へ提出していくのですが、実際に動かしてい

く時には、やっぱり防犯協会に音頭を取ってもらわないとだめじゃないかという議論

が出てくる可能性はあると思います。ですから実際に動かして実行力のあるものとし

ては、防犯協会が中心となっていくようになるのは想像できると思いますので、Ａ委

員が言われる意見は反映されている形での提案になったことと、とらえていただけれ

ばよろしいと思います。 

 

 防犯協会だって地区安全ニュースとか出しているし、ああいう組織は会長がたまた

ま市長とかなっているし、一般住民にはあまり分かっていないし、私の意見としては 

防犯協会が社会福祉協議会などの組織を含めた最新の組織づくりを再編して、その下

に支部を作ってもらって活動してもらう。 

 この提案は地域安全推進員とか補導員とかいろいろ立派なものが入っていて防犯協

会にあるわけだ。防犯協会というのはすでに立派な組織になっているわけだ、ここの

中に足らないのは今言った社協とか防犯に関するＮＰＯ団体とかであって、小さい団

体だから役員に入っていないが、今の組織を卖純に見直して充実してやれば、新たに

安全協議会なんか作る必要はないと思う。だけど今菊本委員が言ったように古い組織

を作り直すより、新しい組織を作った方が活動がしやすいといえばそうだ。私の意見

は防犯協会を充実すればいいと思う。 

 

 でも私たちは防犯協会のことはつながりがないからよくわからない。私たちが防犯

協会に「あなたたちの組織を母体にしてしっかりやって下さい」なんておこがましい

こと言えますか。それもちょっとおかしいのではないですか。 

 とりあえずここで十何回と検討してきたわけでしょ。それで皆さんそれぞれやって

いることが分からないから、横の連携をできるようにしたいから、こういう提案にな

ったのではないですか。ちがいますか。そうですよね。ここまで来たのだから一度提

案してみてはどうですか。 

 もうひとつ聴きたいのですが、この分科会というのはずっと続きますか。 

 

 これで終わりです。 

 

 ここでこの提案が通った後はどうなりますか。 

 

 ここの提案の内容を幹事会で提案していただいて、幹事会は提案を真摯に受け止め

て、市長に提案するということです。幹事会では会長さんも入っていただきます。  

 

 防犯協会のお話が出てますので私から申し上げます。防犯協会は基本的には警察が

お願いしたり、警察が好きな方、警察の活動に賛同してくれる方ＯＢの方もそうです
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し、各駐在所交番で協力していただける方にお願いしているのが現実の組織構成なの

です。防犯協会の 1 番のメインは情報発信や広報活動が主になってくるのですが、も

っとこうなるといいなと思うのは、地域の方が主体性をもって参加していただけると

警察としてはもっと活動が広がりを見せるのではないかと思います。一生懸命活動を

しておられる方もいらっしゃいますし、あまり活動が推進できない面もあったりしま

す。これはどんな組織でもあることだと思います。 

今回の防犯協会というのは警察が作った組織なのですよね。海津市安全協議会（仮

称）というのは地域住民が主体になった組織と思っております。そこに大きな意義が

あるのではないかと思っております。菊本委員からも各論的なノウハウの部分ですが、

そこは防犯協会が情報発信をしたり、意見を協議会に対して言ったりする形になって

くるのかと思います。そういう意味の防犯協会の役割というのはあると思います。活

動する主体は誰かと言うと、協議会になって地元の人たちが自分たちの問題だという

ことでやっていく組織作りになっていくと思います。それはすごい意義があることだ

と思います。 

あとは予算的な面のお話ですが、防犯協会は市からの補助金で活動しています。無

尽蔵に活動できるというと、防犯協会の資金で街路灯の設置はできないのです。そう

するとそれは行政に対する働きかけであったり、地元住民に対する働きかけの形であ

ったり、そこにはどうしてもお願いという形しか出てこないのです。理解を得てもら

うためにいろいろやっても「それはそうだけど予算としてはこうだよ」ということに

なると思います。協議会のような組織ができると、地元の人たちが決定権をもって市

に対して住民意見として言うパワーと警察が言うパワーでは全然違いますから、そう

いう主体的な面と予算的な面で今回の報告案は実現すれば既存の防犯協会がそのまま

というよりもメリットがあると思います。 

 

防犯協会は何人ぐらいいますか。 

 

防犯協会は市長が会長で副会長が地域安全指導員の総代です。危機管理指導員とい

うのは警察が交番ごとにお願いしたボランティアです。無報酬で働いている団体の連

合会の長の方、あとはこれも警察がお願いした組織ですが接客業防犯協会の長、それ

から補導員。補導員も警察が委嘱する組織です。その他途中から入ったのが自治連合

会長です。これは例えば情報伝達の面などでお願いして伝達していただいています。

あと各行政機関の消防や総務課などに官公庁間での連携を図る意味で入っていただい

ています。 

 

偉い人ばかりで大変ですね。おもな活動は。 

 

活動としては、防犯に関して仕事をお互いにそういう意識付けをもってやりましょ

うねとか、それぞれの業種卖位や組織ごとに問題意識をもって同じ方向に行きましょ

うねと、そういう連合体の組織ですので。あとは防犯協会の予算を使って広報媒体と

か、市民に対する働きかけとかそういうことのために使っています。 

 

安全協会を作ってもホントに機能するのか。組織だけは立派で、活動できるのか。 
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活動は地区毎でやっていますから。私たちもお千代保さんでの活動をしていますし、

個々に海津温泉の方でも地域安全指導員がみえるからそちらでも活動しています。Ａ

委員が一番にやって下さった小学校の声掛けも、私が今度今尾小学校にいってやりま

す。一度に広げずに、そういう小さなことから始めても広がるから。今度四ツ谷仏師

川だから自治会長さんに「顔出して」と声掛けをします。それをまた自治会長さんが

どこかの自治会長さんに「うちもこういうことをしたからそちらもどうですか」と広

めてくだされば、Ａ委員から始まったことも海津市全体に広がるから、そういう小さ

なことからできると思います。 

 

だいぶまとまりだしたし、Ａ委員も理解されたので、この案で進めてはどうですか。 

 

先ほどの有井委員のお話を聞いていると、防犯協会でも温度差がかなりあるようで

すね。防犯協会に乗っかってというのはちょっと難しいようですから、海津市安全協

議会（仮称）で活動していけるようにした方がいい方法だと思います。それで皆さん

よろしいですか。 

 

よろしいです。 

 

今日で最終報告の（案）を、ここで消して下さい。 

報告書だけで終わることのないようにお願いいたします。 

 

それではご指摘いただいた点を修正させていただいて、最終的な報告書として幹事

会へ提案させていただきますのでよろしくお願いいたします。 

 

それでは皆さん長い間安全安心まちづくり検討分科会にご参加いただきましてあり

がとうございました。それではこの報告書を幹事会へ提出させていただきます。皆様

には修正後の報告書を送付させていただきます。これにて安全安心まちづくり検討分

科会を終了したいと思います。長い間ありがとうございました。 

 


